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東京ｉＣＤＣ（東京感染症対策センター）について

2020

6月: 小池都知事が知事選の公約として、東京版CDCの創設を掲げる

7月: 東京版ＣＤＣ構想（素案）策定（9月に「東京iCDC構想」策定）

8月: 東京版CDC準備検討委員会を設置し、賀来満夫先生が委員長に就任

10月: 東京iCDC発足。東京版CDC準備検討委員会を東京iCDC運営委員会に改組

10月:東京iCDC専門家ボード (賀来座長)、 健康危機管理対策本部、感染対策支援
チーム発足。

2022

7月:健康危機管理体制を強化するため、賀来座長が東京ｉＣＤＣ所長に就任
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健康安全研究センター

○総合調整 ○政策立案

○医療提供体制の確保

○入院調整 ○宿泊療養

○自宅療養 ○検査体制の確保

○情報発信 ○都立病院の運営支援

等

感染症全般に係る

医療提供体制に

ついての助言

※５類移行後も新型コロナ

ウイルスの感染動向等の

モニタリングと分析を継続

補佐 補佐

東京 iCDC所長 医療体制戦略監

感染症に関する調査･分析、情報

収集･発信など､専門的な観点から、

都の感染症対策全般について助言
※調査･分析機能の更なる強化や国内外のネット
ワークの拡充を図り、感染症対策の実施を支援

助言 助言

連
携

感染対策
支援チーム外部アドバイザー

東京iCDCと関係機関等との関係（イメージ）
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iCDC専門家ボード

東京iCDCによるエビデンスに基づく助言や、国内外の自治体・研究機関等とのネットワーク構築の中心的な役割を担っているのがiCDC

専門家ボード。このボードには、専門分野ごとのチームを設置し、50名を超える専門家に参画いただいている。

チームは、令和2年（2020年）10月の東京iCDC立ち上げ時に「疫学・公衆衛生チーム」「感染症診療チーム」 「検査・診断チーム」

「リスクコミュニケーションチーム」の4チームを設置。同年12月に「感染制御チーム」、 令和3年（2021年）1月に「微生物解析チー

ム」「研究開発チーム」を、同年３月に「人材育成チーム」を設置。

令和3年（2021年）4月に、8チーム体制で東京iCDCの運用を本格的に開始。その後、令和4年（2022年）10月に「情報マネジメントチー

ム」を設置し、現在の9チーム体制となっている。なお、東京iCDC専門家ボードが、調査・研究する事項に関して、客観的な立場から知見

を活かした助言をいただく6名の外部アドバイザーを選任している。

疫学・公衆衛生チーム

感染症診療チーム

検査・診断チーム

リスクコミュニケーションチーム

感染制御チーム

微生物解析チーム

研究開発チーム

人材育成チーム

情報マネジメントチーム

疫学調査に基づく感染リスクの分析評価
を行い、感染状況や将来予測などを踏ま
えた助言を実施

症例の解析と効果的な感染症診療の検討
新たな治療法の評価、後遺症対応等も検

討を実施

検査・診断手法の評価分析と、新たな検
査・診断手法の確立などの充実に向けた
検討を実施

広報・広聴など双方向性の情報共有に基
づく感染症対策の検討とともに、幅広い

ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動について助言を実施

最新の科学的な知見から、場面に応じた
感染制御に係る効果的な対策の検討やマ

ニュアル策定等の検討を実施

感染症の伝播性・病原性・遺伝子変化な
どについての評価・解析、ワクチンや治

療薬などについての情報収集を実施

都内における感染症対策を担う人材の研
修・育成プログラムの充実を図るための

検討を実施

基礎的・臨床的研究の進展・開発など、
幅広い分野・領域での情報収集、都にお

ける知見の応用・実践等の検討を実施

iCDC専門家ボード(各チームのミッション)

感染症に関する情報の収集、管理、活用
といったデータマネジメントの在り方に

ついて検討を実施

東京iCDCの核となる「専門家ボード」の設置
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東京 i ＣＤＣ専門家ボード チーム会議 メンバー
※ 令和6年（2024年）10月1日時点 ※ 役職は省略
※ 各チームの先頭はチームリーダー、以下五十音順

(聖マリアンナ医科大学特任教授、東北医科薬科大学客員教授・名誉教授 東北大学名誉教授、東京iCDC所長)座長 賀来 満夫 氏



⚫ 新型コロナウイルスも一般的なウイルス同様に増殖や感染を繰り返す中で変異

⚫ これまで、令和2年（2020年）9月に英国で発生が確認されたアルファ株以降、令和6年（2024年）4月現在、感染

の主体はオミクロン株となり、さらにオミクロン株は、多くの亜系統に派生

⚫ 都では、東京都健康安全研究センターや民間検査機関等においてゲノム解析を行っており、その結果をモニタリン

グ会議（5類移行まで）、ＨＰ掲載により公表

ゲノム解析の実施 
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都内繁華街夜間滞留人口モニタリング

■都内主要繁華街のレジャー目的の夜間滞留人口の推移が、その後の新型コロナウイルス感染症の新規
陽性者数及び実効再生産数の推移と関連することを明らかにした。

※ From Tokyo Metropolitan COVID-19 Monitoring Materials on Jan. 12, 2023 7



⚫ 新型コロナと診断された方及び同居の方に向けた､自宅療養期間中､安心して過ごしていただくためのハンドブック

⚫ オミクロン株の特性を踏まえ、換気対策の追記など随時改訂（令和6年（2024年）4月時点第3版）

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kansen/corona_portal/shien/zitakuryouyouhandbook.html

※ 第1版：令和3年（2021年）1月21日 第2版：令和3年（2021年）9月14日 第3版：令和4年（2022年）1月20日

＜主な内容＞

⚫ 新型コロナウイルス感染症と診断された方へ・同居の方へ

⚫ 新型コロナウイルス感染症の特徴

⚫ 自宅療養中に守ること

⚫ 自宅での感染予防 8つのポイント

① 部屋を分けましょう

② 感染者の世話をする人はできるだけ限られた方に

③ 感染者・同居者は、どちらも正しくマスクをつけましょう

④ 感染者・同居者は、こまめに手を洗いましょう

⑤ こまめに換気をしましょう

⑥ 手がよく触れる共用部分をそうじ・消毒しましょう

⑦ 汚れたリネン、衣服を洗濯しましょう

⑧ ゴミは密閉して捨てましょう

⚫ 感染力の強い変異株に関する留意点（オミクロン株含む）

新型コロナウイルス感染症自宅療養者向けハンドブック
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【マスクの効果】 【小規模店舗・公共交通機関・宴会場等におけるリスク低減対策等】

・ 理化学研究所のスーパーコンピューター「富岳」を使って、第8波に向けた感染拡大抑止に
有用な飛沫シミュレーション（マスクの効果や、小規模店舗・公共交通機関・宴会場等に
おけるリスク低減対策等）を実施。2022年12月1日開催のモニタリング会議で報告。

※ 第108回モニタリング
分析会資料より

研究開発チーム
先端技術ﾀｽｸﾌｫｰｽ感染拡大抑止のための「富岳」飛沫シミュレーション
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(Reference)
Risk Communication 

Team 都民意識調査
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リーフレット オンラインセミナー (2022年7月より年4回開催)

新型コロナ後遺症ポータル（スマホVer）

新型コロナの後遺症への対応 

① ➁

③ ④

①一般都民向け
（2022年9月）

➁ 企業向け
（2023年6月）

③ 教師向け
（2023年9月）

④ 保護者向け
（2023年9月）
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東京iCDCフォーラム

■都民の方が感染症への関心を高めるきっかけとし、将来の感染症危機
への備えにつなげるほか、医療従事者等の感染症対策関係者に向けて、
東京iCDCの活動・研究内容等の情報発信の場として、2023年度より開催

■2024年度は、1日目（都民向け）は感染症と災害をテーマとし、能
登半島地震の際に被災地支援を行った専門家から被災地の感染対策等
について講演、ディスカッションを実施。

■ 2日目（感染症対策関係者向け）は、「ネクストパンデミック」・
「ワンヘルス」と現在注目を集めているテーマで座談会を実施
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今後の取組の３つの柱

調査・分析
情報管理

都市、機関
へ訪問

インテリジェンス
機 能 の 強 化

未知の感染症
への備え

人材育成の
推進

都の効果的な
感染症対策の
実施を支援

予防計画
TOKYO強靭化

社会全体の感染症
対応力を向上

地域社会

調査・分析体制やネットワークの拡充

保健所や健康安全研究センター、都立
病院機構等との連携促進

人的･組織的ネットワークの充実化

（WHO､米国CDC､ECDCへの訪問、
学会や国際会議等で都の取組を発信）

東京iCDCの活動を新型コロナから
感染症全般へ拡大

未知の感染症への備えを強化

（動物由来感染症の予防・探知・治療等
   の対策について検討）

感染症医療人材の確保・育成を推進

社会全体の感染症対応力の向上

都の中長期的な計画への助言

地域社会での感染症対応力を向上

させるため、住民等への感染症に係る

普及啓発活動等を実施

東京iCDCの今後の取組
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ご清聴ありがとうございました！

東京iCDC HP

(English)

東京都政策企画局
コロナ時の都の取組み 

HP

(English)
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